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腰御初葛ヒフレアー勧栗ヒの圈係一WITい台もず､レ化にj:ふ一彦蓼一
i潮瀬濯芦、学政聊:育　　〇収敵悦子　　石もっミチ

くS 的> /く,嘩A零柿侭・特蒙を現<iりず栢楳と.Lt｡恪怪ヒ摩怪と･o ??,散礁（浅場麗）

および禰部し吽面前<r, 痴張瓜のχ,いが考元ぢれ，これらが大が一ト胤篆時め-7レアー如禅，

I-影f を及ぼずもめt 思約in 7s。前球t-は，噂鄙拍篤を^ダ^レ的に取･け瓜ヽ備傷痕とフレ

ず一初栗ヒ・卸系につい・検討を行っr--。本報では。周怪左。形お的将徴を円すい台モダ

･レ引板覆いフレアー勁果どダ）冽係につい^考察乞鋤'み化。

〈方識〉高?だ孔・4･0。'"'･,」二瓶面半径ft= lO。。,に河レて下底面半径ﾌの比（fl.:b＝I:I ~

にzヽ^）の襄なる円溥い汐を用い仁。試料節It, 厚ご，剛靫痕・冥なろ平織糊lO像を隻び，

中ic;を七リぬい仁サーキェ･一々一斤（ぐﾉぬき御半佞lひoin，差下長1ご叙・#-）引乍製しr-。

呑試料押を円-fい台にむヽツトし。ブレ-r ー躬成時の-f そ柿本と蓉面シ･レエ-/ト勧蘇影し↑ニ。
フレアー如莱は。ノート/･平均浹商，溥商岡角度，変動今，ノート数, すそ狛痕，液高同

距輸濤・）禰目乞測栗し痩討してと。

＜締莱〉　ａ:b= l:l⌒・にiぷ。組み會わセ;の申ぞ　b が刄斥る程頂角ぼ増ヵ口し, 司一試

料におヽい-cもノ-ド数の増ﾇ,口が認めら加仁。汲高農動今Ij. b が匹乃こ%琢茜･Y練伺い

ま仁フf そ拘置は頂拓と負'^相所が高い爆目で^^'; . b が木乃=ろ葎･いさく. 可そ広ダリ%

ffヽ-if,以と円百い台りa ：bt゛蕪乃:ろこkI乙ふり. il記測定項巨]二膏化が認めりK仁こと
から. 腰将妁粍り）ずん胴，裸痕t'ぷっt:.ブレマー勤象,こ朱ヽ興が現,れうもめど推奪,2 馳5｡

　ｘ　略峰■ 知毛；欣眼參･兪うり7回吽次尺会　縛翼脊長零旨集（/りす）
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入il-卜丈、地のBが、フレアースカートの形昿の芙しいこ艮ぼ^影響

気阪ヤ手学園短尺　○植田由有子　尤肘ト･t エ

　目的　ｽｰｶ- Vヽの形振にIt, -teiりに，Kレーア性冪，布の拷っ堰tま，%! ，重も　l＼，

9 -一y斧，種々・碩§が影亨i nn 。本研t. でヽは,同一禾対，1?1- パタ-ソを那いて，

ス功－トt, 地の色の?f 変化こそ，フにr -スカ- V 。形祢奸価J乞象貌的に数tr X.らえ，

ふ鐘・形捧的叫賎t.把振し, i りに策しこの評価を行う。揖ら札た拓診的特性値，玖び，

芙しさの評副直力ヽら，スカ- ，丈, 地。% ＼，フレ了一入力づヽの形影r- 則ヤT彩雫^t

べ，闇係いﾄｶヽにt ろい｡を郎牡した。

　う5繊　７、巾－I-1 t 3 段障i^ 1

種の地・§r,ブレ7 -入ii -ドを作成し　人如r~ 希良で-e, ふ穂のÅづi－卜の楊折状噛

線£橘草し，ドレーア係敬，) －Vヽ軋　）一yヽ指数，波高憂勅幸をおめ但。てらら併ら

れfバ-ド数，しド教導いヽら芙しでり

I S ift黍S t藤足しに。

　4* ≪-　ドV -ﾌ･係数，l－ド桟敷，い■此i，Åカーし丈uこ肴与しどの地のBrこおい
1 もス1] -■}■ヌが長くfμに耽って1^ :T、ヽaてi)つμ。こか心批, 坊のa 引

責ふがぼY.んど認からヽKfμヽつμ，恨署)吸動和j, 地の§による変化が｀みら粘申わA"イ

ヤスのi IT)り値が,]ヽ;?くrsった。芙し之の評価値1, 地のa に関与し，中表ハ゛A ギヌヽ吟も

のが尺Y. f}る硝fo)i><-7f ら沁μ。７ヽカ-ドの形祢にI3-, ﾇカードI , 咆の町　ともに関与し，

呼央･口で八地の%カード≪%　いレーアの均一性からも暴b 失し貼　こ畝4，軋しい)糾

価/(lヵヽらも気仙!此^z．


